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獣医麻酔学

①alfaxalone

②ORi

③ピモベンダン

ピモベンダン/ORi/尿中酸素分圧
研究の概要・特徴
ORi™（oxygen reserve index: 酸素化予備能指標）は、低酸素状態を評価するパルスオキシメータ（saturation of percutaneous oxygen:
SpO2 ）と異なり、動脈血酸素分圧（PaO2）がおおよそ100～200mmHgの中程度高酸素状態の領域を測定する新しい酸素化の指標である。
酸素療法を受けている症例において、ORi™はSpO2よりも早期に酸素化能の悪化を察知し、低酸素状態を未然に回避できる可能性がある。し
かしながら、ORi™とPaO2の関係には個人差があり、測定値よりはトレンド変化が重要であると考えられている。この理由として、ORi™は
吸収分光法より算出されるため、測定部の組織性状および血流等の要因による影響を受けるためと推測されている。
本研究では皮膚領域の研究に用いられる実験用豚を用いて、測定部の体温、灌流指標（perfusion index: PI)、および赤血球容積率（packed
cell volume: PCV）をダイナミックに変化させ、ORi™の測定値に及ぼす影響因子について検討する。

また周術期の経口薬の投与は麻酔管理を行ううえで重要な確認事項の一つである。その中でも「ピモベンダン」は心臓の酸素消費量をあげず
に心収縮力を高めるお薬で、弁膜疾患における治療の大きな役割を担っている。しかし、実際ピモベンダンの経口投与が循環動態にどれぐら
い影響を及ぼすかの検討はされていない。そのため本研究ではピモベンダンの経口投与が循環動態に及ぼす影響を検討し手術当日の投与の是
非を明らかにすることを目的に行う。

尿中酸素分圧（PuO2）は昔よりその存在意義の研究が進められてきたが、近年腎機能のバイオマーカーとして再度注目を浴びている。現在
「急性腎障害：AKI」の診断はクレアチニン、BUNおよび尿量での評価が一般的だが、これらのマーカーは迅速性がなくAKIになってはじめて
上昇してくるものである。そこでPuO2は非侵襲的に腎臓の低酸素状態を確認することができるため、臨床現場で特に麻酔はAKIのリスクファ
クターの一つであるため、動物において有効であるかの是非の検討を目的に行う。

   

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
ORiは酸素化の新たな指標として今後発展していくモニターであると感じています。
特に、従来から使用されているSpO2よりもより尖鋭に酸素化を評価することが可能ですので、人と同様に挿管および抜管時の指標やベッド
サイドでのモニター、また重症度の早期発見にもつながりますので麻酔管理だけではなく、今後発展していくであろう獣医療においての集中
治療においても力を発揮してくれるのではないかと思います。
またもう一つのテーマであるピモベンダンの経口投与における循環動態への影響も臨床的な意義が大きいものだと考えております。
特に犬猫の寿命が延びており心疾患動物への麻酔管理の機会も増えていますので、今後の周術期管理の一助になるのではないかと思います。
同じく尿中酸素分圧（PuO2）もあらたな腎臓のバイオマーカーとなりえるのではないかと思っています。
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